
高
市
首
相
が

日
、
通

24

常
国
会
冒
頭
で
衆
議
院
を

解
散
し
、

日
公
示
、
２

27

月
８
日
投
票
で
総
選
挙
に

突
入
し
ま
し
た
。

党
利
党
略
的
解
散

こ
の
解
散
は
、
高
市
政

権
が
、
内
政
・
外
交
と
も

に
行
き
詰
ま
り
、

自
身
の
「
政
治
と
カ
ネ
」

の
問
題
や
、

統
一
協
会
と
自
民
党
と

の
癒
着
が
次
々
と
明
る
み

に
出
る
も
と
で
、

と
て
も
国
会
審
議
に
耐

え
ら
れ
な
い
、

支
持
率
の
高
い
う
ち
に

解
散
に
打
っ
て
出
て
、
自

ら
の
保
身
と
延
命
を
は
か

り
、情

勢
の
反
動
的
打
開
を

は
か
ろ
う
と
い
う
、

国
民
不
在
の
党
利
党
略

的
解
散
で
す
。

タ
ガ
外
れ
た
暴
走

高
市
政
権
は
、
「
力
の

支
配
」
を
ふ
り
か
ざ
す
ト

ラ
ン
プ
政
権
に
追
従
し
、

「
安
保
３
文
書
」
の
今
年

中
の
改
定
、

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
３
・
５
％
」

と
い
う
「
異

次
元
の
大
軍

拡
」、敵

基
地
攻

撃
ミ
サ
イ
ル

の
配
備
、

武
器
輸
出

の

全

面

解

禁
、非

核
三
原
則
の
見
直
し

な
ど
、

日
本
国
憲
法
も
、
専
守

防
衛
も
か
な
ぐ
り
す
て

た
、
平
和
と
暮
ら
し
を
壊

す
、
タ
ガ
が
外
れ
た
暴
走

で
す
。

外
交
の
力
で
平
和
を

こ
の
暴
走
に
正
面
か
ら

対
決
し
、

「
東
ア
ジ
ア
平
和
提
言
」

な
ど
、
外
交
の
力
で
平
和

を
つ
く
る
対
案
を
掲
げ
て

奮
闘
し
て
い
る
の
は
、
日

本
共
産
党
で
す
。

物
価
高

よ
り
深
刻
に

高
市
政
権
は
、
物
価
高

で
多
く
の
国
民
が
苦
し
ん

で
い
る
の
に
、
有
効
な
対

策
を
何
一
つ
打
ち
出
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」

の
中
身
は
、
国
債
を
大
量

発
行
し
て
、
大
軍
拡
と
大

企
業
へ
の
途
方
も
な
い
バ

ラ
マ
キ
、

一
部
政
党
を
と
り
こ
む

た
め
の
場
当
た
り
的
な
バ

ラ
マ
キ
で
す
。

そ
れ
は
、
円
の
信
頼
を

損
な
い
、

異
常
円
安
を
加
速
さ

せ
、金

利
の
上
昇
を
招
き
、

物
価
高
を
よ
り
深
刻
に

し
、
国
民
生
活
の
悪
化
に

拍
車
を
か
け
ま
す
。

責
任
あ
る
財
源
論

大
株
主
・
大
企
業
応
援

の
政
治
か
ら
、
国
民
の
暮

ら
し
第
一
の
政
治
へ
の
チ

ェ
ン
ジ
を
掲
げ
、

大
企
業
と
富
裕
層
へ
の

応
分
の
負
担
な
ど
、
責
任

あ
る
財
源
論
を
明
ら
か
に

し
て
奮
闘
し
て
い
る
の

は
、
日
本
共
産
党
で
す
。

自
民
党
政
治
に
の
み
込

ま
れ
た

立
憲
民
主
党
が
、
衆
議

院
で
党
を
解
体
し
、
公
明

党
が
呼
び
掛
け
た
「
中
道

改
革
連
合
」
に
吸
収
さ
れ

ま
す
。

こ
の
党
の
「
綱
領
」
に

は
、
自
民
党
政
治
へ
の
批

判
は
何
も
な
く
、
政
権
交

代
を
め
ざ
す
と
い
う
立
場

も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
党
の
「
基
本
政
策
」

は
、
公
明
党
が
昨
年

月
11

に
発
表
し
た
５
つ
の
柱
の

丸
の
み
で
す
。

「
日
米
同
盟
を
基
軸
に
し

た
抑
止
力
・
対
処
力
の
強

化
」
を
明
記
し
、
大
軍
拡

を
進
め
ま
す
。

「
平
和
安
全
法
制
が
定
め

る
存
立
危
機
事
態
に
お
け

る
自
国
防
衛
の
た
め
の
自

衛
権
行
使
は
合
憲
」
と
述

べ
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

を
合
憲
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
原
発
の
再
稼

働
」
も
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
動
き
は
、
自
民
党

政
治
に
の
み
込
ま
れ
た
も

の
、

年
に
わ
た
っ
て
共
闘

11
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て

き
た
す
べ
て
の
人
々
に
対

す
る
「
裏
切
り
」
で
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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青柳公民館

吉田恭子・比例候補が訴えます。

自民党政治を終わらせ、安心して暮らせ

る日本をつくるために、お誘い合わせの

上、ぜひお越しください。

高橋ちづ子比例候補



有
機
農
業
を
め
ぐ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
座
談
会
が
23

日
、
山
形
大
学
農
学
部
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
庄
内
地
域
有
機
農
業

の
産
学
新
春
座
談
会i

n

山

大
」
と
題
し
、
主
催
は
、

同
大
学
の
程
為
国
教
授

テ
イ

イ

コ
ク

で
、
共
催
が
鶴
岡
市
有
機

農
業
推
進
協
議
会
（
小
野

寺
喜
作
会
長
）
。

大
学
関
係
者
が
７
人
、

農
家
等
が

人
、
出
席
し

13

ま
し
た
。

農
林
水
産
省
は
、
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
に
基
づ
き
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
、
耕
地
面
積

に
占
め
る
有
機
農
業
の
取

組
面
積
を

％
（
１
０
０

25

万

）
に
拡
大
す
る
と
い

ha
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。鶴

岡
市
の
有
機
農
業
の

取
組
面
積
は
令
和
３
年
度

時
点
で
、
約

（
水
稲

90
ha

・
２

、野
菜
類

、

63

ha

17
ha

そ
の
他
９
・
８

）
で
、

ha

全
耕
地
面
積
に
対
す
る
割

合
は
０
・
６
％
、
有
機
農

業
従
事
者
数
は

人
に
と

59

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
で
は
有
機
米
の

作
付
面
積
を
、
令
和
５
年

度
の

・
８

か
ら
、
９

66

ha

年
度
に
は

に
拡
大
す

68
ha

る
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。し

か
し
、
国
の
目
標
に

対
し
て
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
、
生
産
者
と
研
究
者

が
相
互
に
意
見
交
換
を
行

う
場
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
、
今
回
の
座
談
会
が
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
学
で
は
２
０
１
９

年
８
月
に
、
「
産
学
連
携

有
機
稲
作
検
討
会i

n

庄

内
」
を
、
志
藤
正
一
さ
ん

（
藤
島
千
原
）
ら
の
協
力

で
立
ち
上
げ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
間
の
土
壌
学
の
研

究
か
ら
、
化
学
肥
料
を
使

用
し
な
い
有
機
稲
作
栽
培

は
、

年
以
上
に
な
る
と
、

12

地
球
温
暖
化
の
緩
和
機
能

を
発
揮
し
な
が
ら
、
土
壌

地
力
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

水
田
雑
草
の
抑
制
で

は
、
米
ぬ
か
施
用
に
よ
る

コ
ナ
ギ
の
抑
制
や
、
生
育

初
期
の
「
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ

ッ
ト
」
の
活
用
、
そ
の
後

の
多
数
回
中
耕
除
草
な
ど

が
話
し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

稲
作
以
外
で
注
目
さ
れ

た
の
が
、
三
瀬
の
加
藤
重

弥
さ
ん
の
有
機
ニ
ン
ニ
ク

の
栽
培
で
す
。

ニ
ン
ニ
ク
の
名
産
地
で

あ
る
青
森
県
田
子
町
の
ベ

テ
ラ
ン
生
産
者
と
連
絡
を

取
り
合
い
、
田
子
町
で
は

成
し
得
な
か
っ
た
有
機
栽

培
を
実
現
し
て
い
る
こ

と
。し

か
も
、
ク
マ
や
イ
ノ

シ
シ
、
猿
な
ど
の
野
生
鳥

獣
の
被
害
は
見
ら
れ
な
い

（
ニ
ン
ニ
ク
の
香
り
が
キ

ラ
イ
な
の
か
？
）
と
の
こ

と
で
す
。

「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」

で
、
普
通
の
お
米
が
有
機

米
よ
り
高
く
な
り
、
米
価

が
逆
転
し
て
い
る
と
し

て
、
米
不
足
を
生
み
出
し

た
政
府
の
失
策
に
批
判

と
、
安
定
し
て
栽
培
で
き

る
環
境
が
大
切
だ
と
出
さ

れ
ま
し
た
。

有
機
米
の
作
付
面
積
を

目
標
に
近
づ
け
る
に
は
、

行
政
の
取
組
姿
勢
と
、
学

校
給
食
の
活
用
の
拡
大
な

ど
が
話
し
あ
わ
れ
ま
し

た
。

温海庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月22日入札分

・令和7年災33-102戸沢災害復旧工事（戸沢字小早田地内）
中止

高
市
政
権
の
社
会
保
障
削
減
阻
止
、介
護
確
保
を

▽
昨
年

月
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で

12

訪
問
介
護
事
業
の
現
状
を
告
発
し
、
確

保
策
を
県
に
求
め
ま
し
た
。

関

２
０
２
４
年
の
介
護
事
業
倒
産
は

過
去
最
高
だ
が
、
中
で
も
訪
問
介
護
が

最
多
。
国
の
基
本
報
酬
引
き
下
げ
は
重

大
。
訪
問
介
護
事
業
所
が
無
く
な
っ
た

自
治
体
が
全
国
１
０
９
町
村
、
１
か
所

の
み
が
２
６
８
。
事
業
所
が
残
る
自
治

体
で
も
、
ヘ
ル
パ
ー
不
足
や
高
齢
化
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
。
大
蔵
村
で
も
、
唯
一
の
事
業
所

が
赤
字
や
人
員
不
足
に
よ
り
廃
止
さ

れ
、
「
訪
問
介
護
が
あ
れ
ば
暮
ら
せ
た

人
が
暮
ら
せ
な
く
な
っ
て
い
る
」状
況
。

県
と
し
て
支
援
を

お
こ
な
う
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

訪
問
介
護
は
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
事
業
。

事
業
所
数
は
７
年
半
で

事
業
所
減
少

14

し
２
０
０
。
訪
問
介
護
事
業
所
が
１
か

所
も
無
い
自
治
体
は
１
町
村
、
１
カ
所

の
み

市
町
村
。
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト

13

を
実
施
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
を
確
認

し
た
。

こ
れ
ま
で
も
ガ
ソ
リ
ン
代
高
騰
や
介

護
人
材
不
足
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
今
後
政
府
の
動
向
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、市
町
村
と
連
携
し
、

訪
問
介
護
を
始
め
介
護
サ
ー
ビ
ス
全
体

の
提
供
体
制
の
維
持
に
向
け
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

▽
高
市
政
権
の
社
会
保
障
費
削
減
を
阻

止
す
る
事
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
の

問
題
は
昨
年

月
市
議
会
で
坂
本
市
議

12

が
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

共
闘
受
け
継
ぐ

日
本
共
産
党
は
、

年
11

間
の
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
成
果
を
受
け
つ
ぎ
、
立

憲
主
義
、
平
和
主
義
を
貫

き
、
自
民
党
政
治
を
変
え

る
新
し
い
共
同
を
つ
く
る

た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま

す
。高

市
政
権
の
暴
走
政
治

に
正
面
か
ら
対
決
す
る

党
、

政
治
を
変
え
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
託
す
こ
と

が
で
き
る
党
と
し
て
、

日
本
共
産
党
は
全
力
で

選
挙
戦
を
た
た
か
い
ま

す
。比

例
は
政
党
名
で
投
票

と
な
り
ま
す
。

共
産
党
は
３
区
候
補
の

擁
立
を
見
送
り
、
比
例
に

全
力
を
あ
げ
、
東
北
の
宝
、

高
橋
ち
づ
子
候
補
の
議
席

奪
還
を
、
必
ず
実
現
し
て

い
き
ま
す
。

衆
議
院
の
解
散
に
よ
る

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
管

理
執
行
経
費
と
し
て
、
鶴

岡
市
は
１
月

日
付
け

23

で
、
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
を
行
い
ま
し

た
。補

正
額
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
費
９
７
２
０
万

円
（
財
源
は
県
支
出
金
９

７
２
０
万
円
）。

国
全
体
で
は
、
予
算
ベ

ー
ス
で
８
５
０
億
円
超
と

な
り
、
鶴
岡
市
の
一
般
会

計
予
算
・
約
８
４
０
億
円

に
近
い
額
の
国
民
の
税
金

が
使
わ
れ
ま
す
。

国
政
選
挙
の
経
費
は
国

の
法
律
の
改
正
（
２
０
２

５
年
５
月
）
な
ど
に
よ
っ

て
、
期
日
前
投
票
所
の
立

会
人
の
日
当
は
、
９
６
０

０
円
か
ら
１
万
９
０
０
円

に
、選

挙
事
務

所
の
立
て
札

や
看
板
の
作

成
費
は
、
１

枚
あ
た
り
５

万
６
６
１
３

円
か
ら
６
万

１
３
７
９
円

に
な
り
、
ポ

ス
タ
ー
の
印

刷
費
な
ど
も

１
割
ほ
ど
引

き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。


